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新
予
算
は
予
算
調
整
会
議
が
策
定

 

　
　

ま
ち
協
移
行
で
手
続
き
変
更

 

　
　
　
　
　

各
団
体
申
請
に
は
ヒ
ア
リ
ン
グ
も

（１） 第１１６号 わが町志津南ＮＥＷＳ 平成２５年４月１５日

①平成 25 年度まちづくり協議会新役員が 2 

  月 10 日の選定会議で次の通り決まった。

◇副会長：町内会長から 6丁目町内会長の 

 西村さん、グループ代表から地域福祉グ

 ループ代表の小野さん。

◇各グループ代表：暮らし安心グループは

 環境美化委員会の舟木さん、子ども育成

 グループは地域協働合校推進委員会の小

 早川さん、文化体育グループはふれあい

 推進委員会の山本さん。

②まちづくり協議会の総会議案書は総会が

  終わったあと、議事録とともに全戸配付

  することにした。

③まちづくり協議会会則の改正案で、組織

  関係以外については、次の通り決まった。

◇集会所基金、集会所維持管理の規定を  

 削除し、新たに若草一～八丁目町内会の

 総会において「若草地区集会所管理規則」

 を制定する。

◇会費の規定において、まちづくり協議会

 会費と集会所維持管理費とを区分し、集

 会所維持管理費は「若草地区集会所管理

 規則」に規定する。また、一戸建とマンショ

 ンの２区分に整理し、月額表示にして、

 転出・転入の場合の精算について明記す

 る。

④若草地区集会所の将来構想については、

  平成 25 年度の若草地区集会所管理委員会

  で取り組んでいく。

⑤ CATV に関しては、CATV 検討委員会を立

  ち上げて、有効活用、料金、セキュリティ

  契約などを含めて、住民の希望や意見を

  聞きながら検討していく。メンバーは５

  人前後を予定。

まち協だより

第 11 回理事会 (平成 25 年３月２日）

25 年度予算案を審議する予算調整会議

　

ま
ち
協
が
職
員
採
用

市
民
セ
ン
タ
ー
人
事

 

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
平
成

25
年
度
予
算
は
、
２
月
末
ま
で

に
各
団
体
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
活

動
計
画
と
予
算
案
を
提
出
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
２
月
２

日
の
理
事
会
に
お
い
て
、「
予

算
調
整
会
議
」
が
こ
れ
を
調
整

す
る
こ
と
を
決
め
て
お
り
、
同

調
整
会
議
で
予
算
案
を
策
定
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
調
整
会

議
は
新
会
長
予
定
者
の
中
原
勝

一
さ
ん
、
新
副
会
長
予
定
者
の

西
村
慧
さ
ん
、
小
野
さ
ん
、
新

町
内
会
長
予
定
者
の
向
井
一
裕

さ
ん
（
若
草
一
丁
目
）、
太
田

　

平
成
25
年
度
か
ら
、
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
で
職
員
を
雇
用
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
平
成

24
年
度
で
、
市
内
の
13
学
区
・

地
区
の
全
て
に
お
い
て
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
が
設
立
さ
れ
、
現

在
そ
の
事
務
局
を
市
民
セ
ン
タ

ー
が
担
っ
て
い
ま
す
。
草
津
市

の
施
策
と
し
て
、
将
来
市
民
セ

ン
タ
ー
を
「
（
仮
称
）
地
域
ま

ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
、

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
に
よ

り
地
域
に
そ
の
運
営
を
委
ね
る

こ
と
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
向
け
て
、
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
で
職
員
を
、
平
成
25
年

度
は
１
名
、
平
成
26
年
度
は
さ

ら
に
１
名
を
追
加
し
て
採
用
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

２
月
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求

人
募
集
を
申
し
込
み
、
２
名
の

応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
３
月
８

日
に
、
草
津
市
ま
ち
づ
く
り
協

働
課
の
支
援
を
得
て
採
用
試
験

が
行
わ
れ
、
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
か
ら
は
中
原
会
長
と
松
本
副

会
長
が
立
会
い
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
前
市
民
セ
ン
タ
ー
職
員

の
妹
尾
志
郎
さ
ん
を
採
用
し
ま

し
た
。

　

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
事
務

局
は
平
成
25
年
度
も
市
民
セ
ン

タ
ー
が
担
い
、
妹
尾
さ
ん
は
事

務
局
員
と
し
て
従
来
に
も
増
し

て
活
躍
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

吉
一
さ
ん
（
同
五
丁
目
）、
現

理
事
の
小
松
原
幸
助
さ
ん
の
６

人
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

３
月
10
日
に
第
１
回
調
整
会

議
を
開
催
、
平
成
24
年
度
決
算

（
２
月
28
日
現
在
の
仮
決
算
）、

平
成
25
年
度
予
算
（
２
月
28
日

現
在
の
原
案
）
に
つ
い
て
中
原

会
長
か
ら
説
明
が
あ
り
、
引
き

続
い
て
平
成
25
年
度
予
算
の
支

出
の
部
に
つ
い
て
、
検
討
資
料

に
基
づ
き
審
議
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
４
つ
の
団
体
に

つ
い
て
は
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行

い
、
詳
細
を
聞
く
こ
と
に
な
り
、

３
月
17
日
の
第
２
回
調
整
会
議

で
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
ま
し

た
。
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
は
、
２
つ

の
団
体
に
つ
い
て
は
再
度
見
直

し
を
し
、
３
月
23
日
ま
で
に
修

正
案
を
提
出
す
る
よ
う
要
請
し

ま
し
た
。

こ
れ
を
踏
ま
え
て
同
会
議
で

さ
ら
に
予
算
（
案
）
を
煮
詰
め
、

４
月
６
日
の
理
事
会
の
審
議
、

了
承
を
得
て
、
４
月
28
日
の
総

会
に
付
議
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

草
津
市
の
４
月
１
日
付
け
人

事
異
動
に
伴
い
、
志
津
南
市
民

セ
ン
タ
ー
（
公
民
館
）
で
は
社

会
教
育
指
導
員
の
鶴
田
逸
朗
さ

ん
、
佐
田
里
美
さ
ん
、
妹
尾
志

郎
さ
ん
が
退
職
し
ま
し
た
。

　

新
た
に
、
鶴
田
真
理
子
さ
ん
、

澤
田
尚
江
さ
ん
が
着
任
し
ま
し

た
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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□ 4月 16 日（火）

　★狂犬病予防注射（畜犬登録）

　　13:40 ～ 14:30　

市民センター駐車場

□ 4月 20 日（土）

　☆健康ウォーキング（若寿会）

　　8：15　若草中央公園集合

□ 4月 23 日（火）

　★地域サロン：懐メロを歌う会

　　10：00 ～ 11：30

□ 4月 27 日（土）

　☆社会奉仕

　　8：30　若草中央公園集合

□ 4月 28 日（日）

　★まちづくり協議会総会

　　10：00 ～ 12：00

□ 5月 4日（土）

　☆健康ウォーキング（若寿会）

　　8：15　若草中央公園集合

□ 5月 10 日（金）

　☆ふれあいバスツアー

　　10：00 ～ 15：00

　　ボランティア「泉」

□ 5月 11 日（土）

　★子ども会新入生歓迎会

　　10：00 ～ 12：00

□ 5月 14 日（火）

　★地域サロン：懐メロを歌う

    会　　10：00 ～ 11：30

□毎週金曜日　

☆ふれあい喫茶（お茶の間）

10：00 ～ 12：00　

    第五集会所

★印の場所は志津南市民センター

 （公民館）です

 

カ
ラ
オ
ケ
や
マ
ジ
ッ
ク

    
 

高
齢
者
等
つ
ど
い
推
進
事
業
で

や
す
ら
ぎ
学
級
で
閉
講
式

折々の記

こよみ

　
　

さ
ら
に
仲
良
く　

 

志
津
南
公
民
館
で
は
、
高
齢

者
の
方
々
に
、
家
か
ら
一
歩
出

て
み
ん
な
で
集
ま
っ
て
楽
し
ん

で
も
ら
お
う
と
、
高
齢
者
等
つ

ど
い
推
進
事
業
を
開
催
い
た
し

ま
し
た
。

 

１
月
22
日
は
、
地
域
の
カ
ラ

オ
ケ
サ
ー
ク
ル
の
協
力
に
よ
り

「
み
ん
な
で
カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し

も
う
！
」
を
、
日
頃
の
ど
自
慢

の
方
や
、
み
ん
な
で
歌
う
こ
と

の
好
き
な
方
々
が
、
寒
さ
を
吹

き
飛
ば
す
の
り
の
よ
い
歌
い
ま

わ
し
で
、
午
後
の
ひ
と
時
を
楽

し
く
過
ご
し
ま

し
た
。

　

１
月
26
日
は
、

地
域
の
子
ど
も

た
ち
と
交
流
を

か
ね
て
、
地
域

協
働
合
校
推
進

委
員
会
と
合
同

企
画
の
「
マ
ジ
ッ

ク
で
楽
し
く
！

カ
ル
タ
で
遊
ぼ

う
」
を
開
催
。

　

１
月
31
日
は

身
近
な
法
律
講

座
「
よ
く
わ
か
る
相
続
と
遺
言
」

と
題
し
、
行
政
書
士
の
鹿
内
美

恵
子
さ
ん
を
講
師
に
、
家
族
へ

の
思
い
や
、
ほ
ん
と
う
に
大
切

な
も
の
を
法
律
の
解
釈
を
ふ
ま

え
考
え
て
み
ま
し
た
。

　

２
月
23
日
は
「
私
が
若
者
に

伝
え
た
い
こ
と
は
？
」
と
題
し

て
、
広
島
と
長
崎
の
両
方
で
被

爆
し
た
山
口
彊
（
や
ま
ぐ
ち
つ

と
む
）
さ
ん
が
、
語
り
部
と
し

て
中
学
・
高
校
生
や
青
年
た
ち

に
語
り
、
２
０
０
６
年
に
は
国

連
で
訴
え
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
映
画
を
上
映
し
ま
し
た
。

 

３
月
９
日
は
「
チ
ャ
ン
ゴ
を

た
た
い
て
み
ま
せ
ん
か
！
」
と

題
し
「
朝
鮮
文
化
を
考
え
る
会
・

チ
ン
グ
」
の
皆
様
に
よ
る
、
韓

国
の
伝
統
楽
器
の
演
奏
と
滋
賀

県
に
お
け
る
朝
鮮
通
信
使
の
足

跡
な
ど
の
お
話
後
、
楽
器
に
実

際
に
ふ
れ
、
み
ん
な
で
演
奏
し

楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し

た
＝
写
真
。

　

３
月
29
日
に
は
、
オ
ー
ド

リ
ー
・
ヘ
ッ
プ
バ
ー
ン
の
「
シ
ャ

レ
ー
ド
」
を
上
映
し
、
サ
ス
ペ

ン
ス
と
ジ
バ
ン
シ
ー
フ
ァ
シ
ョ

ン
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

３
月
13
日
、「
や
す
ら
ぎ
学

級
閉
講
式
＆
お
楽
し
み
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
市
民
セ
ン
タ
ー
で

の
開
催
と
な
っ
た
こ

と
も
あ
り
昨
年
よ
り

１
割
以
上
多
く
学
級

生
41
人
が
出
席
し
ま

し
た
。

　

閉
講
式
で
は
、
今
年

度
の
学
級
年
間
報
告

や
各
サ
ー
ク
ル
活
動

報
告
の
後
、
修
了
証
・

皆
勤
賞
授
与
と
続
き
、

全
員
で
記
念
写
真
を

撮
り
ま
し
た
＝
写
真
。

　

そ
の
後
の
懇
談
会

で
は
、
新
年
度
の
運
営

委
員
長
に
田
中
優
さ

ん
（
若
草
五
丁
目
）、
副
委
員

長
に
奥
田
隆
三
さ
ん
（
若
草
四

丁
目
）
を
選
出
、
４
月
か
ら
の

や
す
ら
ぎ
学
級
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。

　

午
後
か
ら
の
お
楽
し
み
会
で

は
、
地
域
で
活
動
す
る
女
声
コ

ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
「
ヴ
ィ
オ
レ

ッ
テ
コ
ー
ラ
ス
」
さ
ん
の
歌
声

で
華
や
か
に
幕
を
開
け
、「
花

は
咲
く
」
な
ど
３
曲
が
披
露
さ

れ
、
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
に
学

級
生
は
聞
き
入
っ
て
い
ま
し

た
。

　

続
い
て
、
サ
ー
ク
ル
毎
の
出

し
物
（
川
柳
披
露
や
合
唱
）、

個
人
の
出
し
物
と
、
学
級
生
の

　

春
に
な
り
ま
し
た
。
年
度
初

め
の
行
事
「
新
入
生
歓
迎
会
」

が
も
う
す
ぐ
で
す
。
毎
年
た
く

さ
ん
の
子
ど
も
達
が
参
加
し
、

初
め
は
恥
ず
か
し
そ
う
に
自
己

紹
介
し
て
い
た
一
年
生
も
帰
る

頃
に
は
み
ん
な
と
仲
良
く
な

り
、
笑
顔
で
帰
っ

て
い
き
ま
す
。

夏
は
夏
祭
り
、
秋
は
高
学

年
の
子
が
協
力
し
合
い
ロ
ク
ハ

公
園
の
キ
ャ
ン
プ
場
で
お
い
し

い
カ
レ
ー
を
作
り
上
げ
る
デ
イ

キ
ャ
ン
プ
。
冬
は
ク
リ
ス
マ
ス

ク
ッ
キ
ン
グ
と
、
先
生
に
教
え

て
も
ら
い
真
剣
な
顔
で
頑
張
る

書
初
め
大
会
。
そ
し
て
春
に
卒

業
生
だ
け
の
お
楽
し
み
、
６
年

生
お
別
れ
会
。

一
年
間
子
ど
も
会
会
長
を

し
て
、
た
く
さ
ん
の
笑
顔
や
一

生
懸
命
な
姿
を
見
る
こ
と
が
で

 

25
年
度
は
、
よ
り
充
実
し
た

企
画
で
つ
ど
い
事
業
を
実
施
い

た
し
ま
す
の
で
、
皆
様
の
参
加

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

歌
や
特
技
の
披
露
で
賑
や
か
に

進
み
、
最
後
に
み
ん
な
で
合
唱

し
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し

た
。

き
ま
し
た
。
行
事
の
た
び
に
け

ん
か
や
け
が
が
な
い
か
不
安
な

思
い
で
し
た
が
、
年
上
の
子
が

困
っ
て
い
る
子
を
助
け
た
り
ゆ

ず
っ
た
り
し
て
、
ど
の
行
事
も

和
気
あ
い
あ
い
と
し
て
い
ま
し

た
。子

ど
も
会
は
保
護
者
が
役

員
に
な
り
、
活
動
を
し
て
い
ま

す
。
思
っ
た
以
上
に
し
っ
か
り

し
て
い
る
子
ど
も
達
の
姿
を
見

て
い
る
と
、
高
学
年
の
子
が
リ

ー
ダ
ー
と
な
り
、
子
ど
も
会
を

動
か
し
て
い
く
の
も
い
い
か

も
？
？
と
思
う
ほ
ど
で
し
た
。

現

在
、

子

ど

も

会

の

人

数

は

１
０
０
人
ほ
ど
で
す
。
そ
し

て
、
学
年
が
下
が
る
ほ
ど
人
数

が
減
っ
て
い
ま
す
。
少
な
く
な

っ
て
も
、
さ
ら
に
み
ん
な
が
仲

良
く
協
力
し
合
え
る
子
ど
も
会

で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

最
後
に
、
子
ど
も
達
を
見

守
っ
て
く
だ
さ
る
地
域
の
皆
様

に
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。　

　

（
前
子
ど
も
会
会
長
）
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昨
年
度
の
町
並
み

保
存
届
出
は
24
件

社
協
が
合
同
研
修
会

お
茶
の
間
が
誕
生
会

　

若
草
文
庫

打
ち
合
わ
せ
す
る
文
庫
ス
タ
ッ
フ

６
年
生
を
送
る
会

　

志
津
南
地
区
社
会
福
祉
協
議

会
は
、
３
月
16
日
、
民
生
委
員

児
童
委
員
協
議
会
（
７
名
）
と

福
祉
委
員
（
34
名
）
の
合
同
研

修
会
を
開
き
ま
し
た
＝
写
真
。

　

ま
ず
、
草
津
市
長
寿
福
祉
課

よ
り
「
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
事

業
概
要
」
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
急
病
や
災
害
等

の
突
発
的
な
緊
急
事
態
が
発
生

し
た
時
に
、
簡
単
な
操
作
に
よ

り
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
受
信
セ

ン
タ
ー
に
通
報
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
、

高
齢
者
世
帯
、
昼
間
高
齢
者
世

帯
が
安
心
し
て
日
々
の
生
活
が

維
持
で
き
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム

で
す
。
（
民
生
委
員
が
担
当
）

　

当
志
津
南
地
区
も
急
速
に
高

齢
化
が
進
ん
で
お
り
、
ま
す
ま

す
安
心
確
保
が
必
要
に
な
っ
て

参
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
福
祉

情
報
を
福
祉
委
員
の
皆
様
に
も

知
っ
て
い
た
だ
く
研
修
内
容
で

し
た
。

　

次
に
、
小
野
会
長
よ
り
「
ふ

れ
あ
い
ハ
ウ
ス
運
営
に
関
す
る

報
告
」
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
松
崎
福
祉
委
員
か
ら
「
市

社
協
・
福
祉
活
動
推
進
員
育
成

講
座
」
か
ら
学
ば
れ
た
地
域
福

祉
推
進
に
つ
い
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク

タ
ー
に
よ
る
発
表
が
あ
り
ま
し

た
。

　

福
祉
委
員
の
仕
事
は
民
生
委

員
児
童
委
員
と
共
に
孤
立
・
孤

独
を
見
逃
さ
な
い
地
域
の
見
守

り
を
推
進
す
べ
く
今
後
も
研
修

　

子
ど
も
会
は
３
月
22
日
、
今

年
度
最
後
の
行
事
、「
６
年
生

を
送
る
会
」
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
卒
業
式
を
終
え
た

ば
か
り
の
６
年
生
男
子
12
名
、

の
必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

女
子
６
名
で
す
。
今
年
は
松
が

丘
発
の
バ
ス
で
、
フ
ォ
レ
オ
一

里
山
店
の
Ｔ
Ｔ
ボ
ウ
ル
ま
で
行

き
、
ボ
ー
リ
ン
グ
を
２
ゲ
ー
ム

行
い
＝
写
真
＝
、
そ
の
後
大
戸

屋
で
ラ
ン
チ
を
楽
し
み
ま
し

た
。

　

帰
り
は
バ
ス
と
電
車
を
乗
り

継
ぎ
帰
っ
て
く
る
と
い
う
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の
中
、
共
に
学
び
、

共
に
遊
ん
だ
仲
間
と
の
区
切
り

と
も
な
る
イ
ベ
ン
ト
を
、
子
ど

も
達
ら
し
く
、
楽
し
く
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

遊
ぶ
と
き
は
盛
り
上
が
り
、

食
事
の
際
は
周
囲
の
一
般
の
方

の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
に
意

識
し
、
仲
間
の
こ
と
を
思
い
や

る
気
持
ち
が
伺
え
、
大
き
く
成

長
し
た
様
子
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

中
学
校
入
学
を
前
に
す
ば
ら

し
い
思
い
出
作
り
が
で
き
た
と

思
い
ま
す
。　

(

子
ど
も
会)

  

志
津
南
地
区
社
会
福
祉
協
議

会
ふ
れ
あ
い
喫
茶
「
お
茶
の
間
」

は
３
月
19
日
、
第
五
集
会
所
で

第
12
回
誕
生
会
を
開
き
ま
し

た
。
今
回
は
１
・
２
・
３
月
生
ま

れ
の
18
名
を
含
む
参
加
者
50
余

人
が
参
加
し
ま
し
た
＝
写
真
。

　

誕
生
月
ご
と
に
参
加
者
そ
れ

ぞ
れ
を
紹
介
し
た
あ
と
、
村
井

教
夫
さ
ん
（
若
草
三
丁
目
）
・

早
瀬
正
和
さ
ん
（
岡
本
西
）
の

お
二
人
が
ギ
タ
ー
伴
奏
を
し
て

下
さ
り
、
ハ
ッ
ピ
ー
バ
ー
ス
デ

イ
を
歌
い
、
ま
た
「
青
い
山
脈
」

「
高
校
三
年
生
」
等
な
ど
元
気

い
っ
ぱ
い
合
唱
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
あ
る
人
か
ら
提
供
さ

　

平
成
24
年
度
の
若
草
地
区
町

並
み
保
存
に
関
わ
る
届
出
は
24

件
で
し
た
。

　

申
請
内
容
は
別
表
の
通
り
で

若
草
文
庫
は
１
９
８
７
年
４

月
20
日
（
月
）
若
草
第
三
集
会

所
で
約
20
人
の
ス
タ
ッ
フ
（
三

根
恵
子
代
表
）
と
共
に
始
ま
り

ま
し
た
。
市
立
図
書
館
の
回
り

文
庫
に
属
し
、
毎
週
月
・
水
曜

日
に
本
の
貸
し
出
し
を
し
ま
し

た
。
七
夕
、
お
月
見
な
ど
季
節

の
行
事
の
他
に
、
バ
ザ
ー
、
ケ
ー

キ
、
お
ぜ
ん
ざ
い
、
時
に
は
焼

き
芋
作
り
な
ど
子
ど
も
と
一
緒

に
楽
し
み
ま
し
た
。

 

小

学

校

の
図
書
室
の

充
実
、
若
草

号
の
巡
回
な

ど
で
利
用
者

が
減
少
し
、

１
９
９
３
年

に
役
目
を
終

え
て
図
書
館

か
ら
借
り
た

本
は
全
て
返

却

し

ま

し

た
。
そ
れ
で

も
寄
付
の
本
が
沢
山
残
り
ま

し
た
の
で
、
改
め
て
ス
タ
ッ

フ
４
人
（
村
井
由
美
子
代
表
）

が
文
庫
を
引
き
継
ぎ
、
毎
週

水

曜

日

（
学
校
が

休
み
の
日

は
お
休
み

で
す
）
２

～
５
時
の

貸

し

出

し
、
と
い

う
今
の
形

に
な
り
ま

し
た
。

 

最

近

は
児
童
書

れ
た
「
こ
こ
は
日
本
で
す
。
素

晴
ら
し
い
誕
生
歌
の
日
本
版
が

あ
り
ま
す
」
と
藤
山
一
郎　

作

詞
・
歌　

「
祝
え
や　

い
～
ざ

　

君
の
誕
生
日　

い
つ
い
～
つ

ま
で
も　

す
こ
や
か
な
～
れ
」

を
全
員
で
歌
い
ま
し
た
。

　

旧
き
時
代
「
お
茶
の
間
」
の

風
景
が
浮
か
ん
で
く
る
よ
う
な

懐
か
し
さ
さ
え
感
じ
ま
し
た
。

　

こ
の
お
誕
生
会
は
開
所
日
に

一
覧
表
の
生
ま
れ
月
欄
に
お
名

前
を
記
入
し
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
そ
し
て
３
カ
月
ご
と

に
ま
と
め
お
誕
生
会
を
開
き
、

ミ
ニ
イ
ベ
ン
ト
と
ギ
タ
ー
で
懐

か
し
い
歌
を
歌
い
、
お
い
し
い

ケ
ー
キ
で
お
祝
い
し
ま
す
。　

す
が
、
傾
向
と
し
て
、
一
人
一

台
の
車
社
会
を
反
映
し
て
か
、

カ
ー
ポ
ー
ト
の
設
置
や
駐
車
ス

ペ
ー
ス
増
が
計
７
件
と
目
立
ち

ま
し
た
。

　

ま
た
、
建
築
後
25
年
以
上
経

過
し
た
建
物
が
多
い
た
め
か
、

屋
根
の
葺
き
替
え
や
塗
り
替

え
、
外
壁
の
塗
り
替
え
も
多
く

見
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、
地
区
計
画
及
び

町
並
み
保
存
規
則
を
遵
守
し

て
、
緑
あ
ふ
れ
る
豊
か
で
住
み

よ
い
町
づ
く
り
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

  (

町
並
み
保
存
委
員
長

              　

山
中
誠
）

 申 請 内 容 件数
フ ェ ン ス 3
カ ー ポ ー ト 4
屋 根 の 葺 替 え 7
アプロ ーチ 改修 2
増 改 築 4
駐車ス ペー ス増 3
看 板 設 置 1
緑 化 率 変 更 2
合 計 26

の
他
に
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
な
ど
も

購
入
し
、
蔵
書
は
二
千
冊
を
越

え
て
い
ま
す
。
読
み
た
い
本
が

見
つ
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
。

大
人
の
方
も
是
非
一
度
本
を
借

り
に
来
て
下
さ
い
。
親
子
の
集

い
で
あ
る
「
ど
ん
ぐ
り
ク
ラ
ブ
」

も
同
時
開
催
で
す
。

　
　
　
　
　

◇

志
津
南
地
域
に
は
子
ど
も
や
お

年
寄
り
た
ち
の
た
め
に
、
あ
る

い
は
環
境
美
化
な
ど
に
取
り
組

ん
で
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
ま
す
。

今
月
号
か
ら
こ
う
し
た
グ
ル
ー

プ
の
活
動
ぶ
り
を
随
時
紹
介
し

て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

（
広
報
委
員
会
）
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志
津
南
小
で
卒
業
式

若
草
地
区
で
最
後
の
卒
園
式

子
育
て
Ｇ
が

 　
　

お
別
れ
会

　

志
津
南
小
学
校
の
第
26
回
卒

業
式
が
３
月
19
日
に
行
わ
れ
、

51
人
が
校
門
を
後
に
し
ま
し
た

＝
写
真
。

　

厳
粛
な
雰
囲
気
に
つ
つ
ま
れ

た
式
場
の
体
育
館
に
は
卒
業
生

が
記
念
作
品
と
し
て
取
り
組
ん

だ
51
枚
の
力
作
、
鳥
獣
戯
画
の

　広報委員会では、毎月発行

の「志津南ニュース」やホー

ムページの更新を手伝ってく

ださるボランティアを募集し

ています。

　ボランティアというと大変

なように思われるかも知れま

せんが、参加したイベントで

写真撮影をしたり、心温まる

できごとをチョット報告して

くださるだけでも立派なボラ

ンティアです。

　また、紙面を作っているソ

フト（インデザイン）の使い

方や、ホームページの更新の

仕方（バインド）など、随時

勉強会を持たせていただくこ

とも考えています。

　パソコンに興味のある方も

大歓迎です。

　興味のある方は、まちづく

り協議会までお問い合わせく

ださい。

　

そ
し
て
松
川
智
亮
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

長
は
「
悔
い
の
残
ら
な
い
よ
う

勉
強
や
運
動
を
頑
張
り
自
覚
を

持
っ
て
自
分
の
足
で
進
ん
で
下

さ
い
」
と
祝
辞
を
述
べ
、
記
念

品
を
贈
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
卒
業
生
は
先

生
、
在
校
生
、
保
護
者
席
に
む

か
っ
て
６
年
間
の
思
い
出
、
別

れ
の
言
葉
や
歌
、
そ
し
て
全
児

童
で
力
強
い
「
群
読
・
ビ
ッ
グ

ウ
エ
ー
ブ　

ぼ
く
ら
の
力
は
無

限
大
」
を
披
露
し
、
最
後
に
卒

業
生
は
「
感
謝
の
気
持
ち
を
忘

れ
ず
、
絆
の
大
切
さ
を
胸
に
旅

だ
ち
ま
す
」
と
力
強
く
感
謝
の

言
葉
を
述
べ
式
典
が
終
了
。
卒

業
生
た
ち
は
大
き
な
拍
手
に
送

ら
れ
巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。

高
穂
中
学
校
で
も
卒
業
式

　

一
週
間
前
の
３
月
12
日
に
は

高
穂
中
学
校
で
も
卒
業
式
が
行

わ
れ
ま
し
あ
。

　

北
川
健
校
長
か
ら
「
そ
れ
ぞ

れ
の
道
に
向
か
っ
て
努
力
し
、

困
難
の
時
こ
そ
チ
ャ
ン
ス
に
変

え
て
い
こ
う
」
と
祝
辞
を
述
べ

ら
れ
、
２
４
６
名
が
学
び
舎
を

後
に
し
ま
し
た
。

 

第
27
回
若
草
く
る
み
保
育
園

卒
園
式
が
３
月
20
日
、
同
園
で

行
わ
れ
30
名
の
園
児
が
巣
立
ち

ま
し
た
。
同
園
は
４
月
よ
り
追

分
町
へ
移
転
の
為
、
当
地
で
行

わ
れ
る
最
後
の
卒
園
式
と
な
り

ま
し
た
。

 

卒
園
児
た
ち
は
拍
手
の
中
、

元
気
に
腕
を
振
り
な
が
ら
入

場
。
園
歌
斉
唱
の
後
、
服
部
登

志
夫
園
長
が
一
人
ひ
と
り
に
卒

園
証
書
を
授
与
す
る

と
園
児
は
「
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

と
大
き
な
声
で
答
え

て
い
ま
し
た
＝
写
真
。

 

お
父
さ
ん
、
お
母

さ
ん
か
ら
「
よ
く
頑

張
っ
た
ね
」
と
迎
え

ら
れ
、
証
書
を
誇
ら

し
げ
に
見
せ
て
に
っ

こ
り
し
て
い
ま
し
た
。

 

服
部
園
長
は
「
卒

園
お
め
で
と
う
、
愛

情
い
っ
ぱ
い
つ
ま
っ
た
こ
の
く

る
み
保
育
園
が
新
し
い
園
舎
に

移
っ
て
も
遊
び
に
き
て
く
だ
さ

い
」
と
祝
辞
を
、
父
母
の
会
の

下
原
代
表
か
ら
も
お
祝
い
の
言

葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

 

卒
園
児
た
ち
は
楽
し
か
っ
た

お
泊
り
保
育
や
お
別
れ
遠
足
を

ふ
り
返
り
、
年
中
さ
ん
か
ら
は

「
優
し
か
っ
た
年
長
さ
ん
の
こ

と　

忘
れ
な
い
よ　

あ
り
が
と

う　

さ
よ
う
な
ら
」
と
お
別
れ

の
言
葉
の
あ
と
、
先
生
も
一
緒

に
歌
で
祝
福
し
ま
し
た
。

 

志
津
南
地
区
子
育
て
サ
ー
ク

ル
「
お
や
こ
っ
こ
ク
ラ
ブ
・
ひ

よ
こ
っ
こ
ク
ラ
ブ
」
が
３
月
７

日
志
津
南
市
民
セ
ン
タ
ー
で
70

名
余
が
参
加
し
合
同
の
お
別
れ

会
を
開
き
ま
し
た
＝
写
真
。

 

開
会
の
前
に
、
民
生
委
員

児
童
委
員
の
垣
根
さ
ん
か
ら
長

年
、
代
表
を
務
め
ら
れ
た
島
田

悦
子
さ
ん
（
２
月
28
日
に
逝
去
）

の
功
績
と
ご
活
躍
の
様
子
を
振

り
返
り
、
思
い
出
を
話
し
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
の
感
謝
と
ご
冥

福
の
気
持
ち
を
込
め
、
全
員
で

黙
祷
を
捧
げ
ま
し
た
。

 

そ
の
後
、
３
月
生
ま
れ

の
子
ど
も
た
ち
の
お
誕
生

会
が
あ
り
一
人
ひ
と
り
名

前
が
呼
ば
れ
手
作
り
の
メ

ダ
ル
を
貰
い
大
喜
び
。

 

次
に
親
子
で
工
作
、
折

り
紙
で
輪
を
繋
ぎ
出
来
上

が
っ
た
レ
イ
を
首
に
か
け

元
気
に
走
り
回
っ
て
い
ま

し
た
。

 

そ
し
て
、
主
任
児
童

委
員
が
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
で

「
ビ
ス
ケ
ッ
ト
」「
大
き
な
か

ぶ
」、
布
絵
本
で
「
は
ら
ぺ
こ

あ
お
む
し
」
を
披
露
し
た
あ
と

１
年
間
で
大
き
く
成
長
し
た
子

ど
も
た
ち
に
さ
さ
や
か
な
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
手
渡
す
と
「
あ
り
が

と
う
」
と
可
愛
い
声
と
笑
顔
を

見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

               

（
民
児
協
）

 

４
月
か
ら

 

ま
ち
協
が
資
源
回
収

　

資
源
回
収
活
動
は
、
こ
れ
ま

で
子
ど
も
会
で
実
施
し
て
い
ま

し
た
が
、
志
津
南
地
区
全
体
で

よ
り
効
果
的
に
展
開
し
て
い
く

た
め
に
、
４
月
か
ら
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
が
実
施
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
ご
み
の
減
量
と

資
源
の
再
生
利
用
を
推
進
す
る

た
め
に
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
住

民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

資
源
回
収
日
程

４
月
21
日
・
５
月
５
日

　

若
草
一
丁
目
～
五
丁
目

４
月
28
日
・
５
月
12
日

　

若
草
六
丁
目
～
八
丁
目

　

岡
本
町
西
・
グ
リ
ー
ン
ピ
ア

回
収
品

　

古
新
聞
（
チ
ラ
シ
と
一
緒
で

　
　

可
）

　

古
雑
誌
・
段
ボ
ー
ル
・
古
着

☆
朝
９
時
ま
で
に
自
宅
前
へ

墨
絵
が
壁
面
を
飾
っ
て
い
ま
し

た
。

　

卒
業
生
が
入
場
し
、
国
歌
，

校
歌
斉
唱
に
続
き
、
橋
川
礼
子

校
長
か
ら
一
人
ひ
と
り
に
卒
業

証
書
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

緊
張
気
味
の
卒
業
生
は
名
前

を
呼
ば
れ
る
と
大
き
な
声
で
返

事
を
し
、
堂
々
と
し
た

態
度
で
壇
上
に
上
が
り

ま
し
た
。

　

卒
業
証
書
を
全
員
に

手
渡
し
た
後
、
橋
川
校

長
は
「
自
分
は
自
分
に

し
て
自
分
に
あ
ら
ず
。

周
り
の
人
に
感
謝
し

て
、
自
分
の
命
を
大
切

に
生
き
て
欲
し
い
、
努

力
は
自
分
か
ら
し
て
、

自
分
の
良
さ
を
発
揮
し

て
成
長
し
て
い
っ
て
欲

し
い
」、
ま
た
、「
東
北
大
震
災
後
、

三
陸
町
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
入
れ

た
お
守
り
を
送
り
届
け
た
優
し

さ
、
縦
割
り
行
事
で
は
下
級
生

へ
の
気
配
り
、
頑
張
り
を
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
繋
い
で
く
れ
ま
し

た
」
と
式
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、保
護
者
に
向
か
い「
子

ど
も
を
信
じ
、
良
い
と
こ
ろ
を

見
つ
け
、
寄
り
添
っ
て
下
さ
い
」

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。


